	景観形成基準チェックシート
	山と田園区域


	行為の種類
	□　建築物の建築等　　□　工作物の建設等

□　開発行為　　　　　□　土地の形質の変更等　　　　□　外観について行う照明


	項目
	景観形成基準
	配慮・措置の内容

	建築
物・工作物
	配置
	周辺への配慮
	□周囲の自然環境や地形に十分配慮した配置とする。

	

	
	規模
	周辺への配慮
	□周囲のまちなみに圧迫感を与えないよう配慮した規模とする。やむを得ず大規模な壁面が生じる場合は、形態や色彩による分節化や緑化、壁面後退等を工夫する。
	

	
	形態・意匠・色彩
	周辺との調和
	□景観資源の周辺では、資源そのもののおもむきを損なわないよう、落ち着きのある形態意匠、色彩を基本とし、過度な装飾や演出を避ける。
	

	
	
	設備類
	□室外機や配管などの設備類は、道路や公園等の公共空間から見えない位置への配置に配慮する。やむを得ない場合は、建築物全体と調和したデザインを工夫する。
	

	
	
	素材・色彩
	□周囲の景観に調和する色彩とし、環境色彩基準に適合させる。
【環境色彩基準】

□建築物の外壁の基調色
□工作物の外観の基調色
色相

明度

彩度

10R 〜
 ５Y

8以上の場合

2以下

8未満の場合

4以下

その他

－

2以下

□建築物の屋根

色相

明度

彩度

全色相

7以下

4以下

□環境色彩基準を超えて使用する色彩は、以下のいずれかに該当している。

【適用除外の理由】

□歴史的建造物などに用いられ、長年にわたって受け継がれている固有の色彩を使用する場合
□着色していない木材、レンガ等の自然素材を用いる場合

□見付面積５分の１未満の範囲で使用する色彩
	＜周囲の景観との調和について＞


	
	外構・緑化等
	敷地の緑化・修景
	□自然の植生に配慮した緑化に努めるとともに、敷地境界ではできる限り多くの樹木による植栽を施す。

	

	開発行為
	周辺環境
	□自然環境、植生、貴重な動植物の生態系に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努め、樹木の伐採は最小限にとどめるよう配慮する。

	

	土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更
	周辺環境
	□自然環境、植生、貴重な動植物の生態系に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努め、樹木の伐採は最小限にとどめるよう配慮する。

	

	特定照明
	周辺への配慮
	□周辺環境への光害とならないよう配慮する。

	


○該当する行為の種類の□に✔を記入してください。
○該当する景観形成基準について、配慮・措置を行っている場合は、□に✔を記入してください。
○配慮・措置の内容について、表の右欄に簡潔に記入してください。
	景観形成基準チェックシート
	住宅区域


	行為の種類
	□　建築物の建築等　　□　工作物の建設等

□　開発行為　　　　　□　土地の形質の変更等　　　　□　外観について行う照明


	項目
	景観形成基準
	配慮・措置の内容

	建築
物・工作物
	配置
	周辺への配慮
	□地域の特性に沿ったまちなみに配慮した配置とする。

	

	
	規模
	周辺への配慮
	□周囲のまちなみに圧迫感を与えないよう配慮した規模とする。やむを得ず大規模な壁面が生じる場合は、形態や色彩による分節化や緑化、壁面後退等を工夫する。
	

	
	形態・意匠・色彩
	周辺との調和
	□景観資源の周辺では、資源そのもののおもむきを損なわないよう、落ち着きのある形態意匠、色彩を基本とし、過度な装飾や演出を避ける。
	

	
	
	設備類
	□室外機や配管などの設備類は、道路や公園等の公共空間から見えない位置への配置に配慮する。やむを得ない場合は、建築物全体と調和したデザインを工夫する。
	

	
	
	素材・色彩
	□周囲の景観に調和する色彩とし、環境色彩基準に適合させる。
【環境色彩基準】

□建築物の外壁の基調色
□工作物の外観の基調色
色相

明度

彩度

10R 〜
 ５Y

8以上の場合

2以下

8未満の場合

4以下

その他

－

2以下

□建築物の屋根

色相

明度

彩度

全色相

7以下

4以下

□環境色彩基準を超えて使用する色彩は、以下のいずれかに該当している。

【適用除外の理由】

□歴史的建造物などに用いられ、長年にわたって受け継がれている固有の色彩を使用する場合
□着色していない木材、レンガ等の自然素材を用いる場合
□見付面積５分の１未満の範囲で使用する色彩
	＜周囲の景観との調和について＞



	
	外構・緑化等
	敷地の緑化・修景
	□敷地境界の緑化に努める。

	

	開発行為
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	特定照明
	周辺への配慮
	□周辺環境への光害とならないよう配慮する。

	


○該当する行為の種類の□に✔を記入してください。
○該当する景観形成基準について、配慮・措置を行っている場合は、□に✔を記入してください。
○配慮・措置の内容について、表の右欄に簡潔に記入してください。
	景観形成基準チェックシート
	商業区域


	行為の種類
	□　建築物の建築等　　□　工作物の建設等

□　開発行為　　　　　□　土地の形質の変更等　　　　□　外観について行う照明


	項目
	景観形成基準
	配慮・措置の内容

	建築
物・工作物
	配置
	周辺への配慮
	□地域の特性に沿ったまちなみに配慮した配置とする。

	

	
	規模
	周辺への配慮
	□周囲のまちなみに圧迫感を与えないよう配慮した規模とする。やむを得ず大規模な壁面が生じる場合は、形態や色彩による分節化や緑化、壁面後退等を工夫する。
	

	
	形態・意匠・色彩
	周辺との調和
	□景観資源の周辺では、資源そのもののおもむきを損なわないよう、落ち着きのある形態意匠、色彩を基本とし、過度な装飾や演出を避ける。
	

	
	
	設備類
	□室外機や配管などの設備類は、道路や公園等の公共空間から見えない位置への配置に配慮する。やむを得ない場合は、建築物全体と調和したデザインを工夫する。
	

	
	
	素材・色彩
	□周囲の景観に調和する色彩とし、環境色彩基準に適合させる。
【環境色彩基準】

□建築物の外壁の基調色
□工作物の外観の基調色
色相

明度

彩度

10R 〜
 ５Y

8以上の場合

4以下

8未満の場合

6以下

その他

－

2以下

□建築物の屋根

色相

明度

彩度

全色相

7以下

4以下

□環境色彩基準を超えて使用する色彩は、以下のいずれかに該当している。

【適用除外の理由】

□歴史的建造物などに用いられ、長年にわたって受け継がれている固有の色彩を使用する場合
□着色していない木材、レンガ等の自然素材を用いる場合
□見付面積５分の１未満の範囲で使用する色彩
	＜周囲の景観との調和について＞



	
	外構・緑化等
	敷地の緑化・修景
	□敷地境界の緑化に努める。外構の緑化が困難な場合は、屋上緑化や壁面緑化を検討する。

	

	開発行為
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	特定照明
	周辺への配慮
	□周辺環境への光害とならないよう配慮する。


	


○該当する行為の種類の□に✔を記入してください。
○該当する景観形成基準について、配慮・措置を行っている場合は、□に✔を記入してください。
○配慮・措置の内容について、表の右欄に簡潔に記入してください。
	景観形成基準チェックシート
	工業区域


	行為の種類
	□　建築物の建築等　　□　工作物の建設等

□　開発行為　　　　　□　土地の形質の変更等　　　　□　外観について行う照明


	項目
	景観形成基準
	配慮・措置の内容

	建築
物・工作物
	配置
	周辺への配慮
	□住宅地に隣接する工場等は、圧迫感を与えないよう周辺に配慮した配置とする。

	

	
	形態・意匠・色彩
	周辺との調和
	□景観資源の周辺では、資源そのもののおもむきを損なわないよう、落ち着きのある形態意匠、色彩を基本とし、過度な装飾や演出を避ける。
	

	
	
	素材・色彩
	□周囲の景観に調和する色彩とし、環境色彩基準に適合させる。
【環境色彩基準】

□建築物の外壁の基調色
□工作物の外観の基調色
色相

明度

彩度

10R 〜
 ５Y

8以上の場合

2以下

4以上

8未満の場合
4以下

その他

4以上
2以下

□建築物の屋根

色相

明度

彩度

全色相

7以下

4以下

□環境色彩基準を超えて使用する色彩は、以下のいずれかに該当している。

【適用除外の理由】

□歴史的建造物などに用いられ、長年にわたって受け継がれている固有の色彩を使用する場合
□着色していない木材、レンガ等の自然素材を用いる場合
□見付面積５分の１未満の範囲で使用する色彩
	＜周囲の景観との調和について＞



	
	外構・緑化等
	敷地の緑化・修景
	□敷地境界の緑化に努める。

	

	開発行為
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	特定照明
	周辺への配慮
	□周辺環境への光害とならないよう配慮する。


	


○該当する行為の種類の□に✔を記入してください。
○該当する景観形成基準について、配慮・措置を行っている場合は、□に✔を記入してください。
○配慮・措置の内容について、表の右欄に簡潔に記入してください。
	景観形成基準チェックシート
	宮原坑跡周辺地区


	行為の種類
	□　建築物の建築等　　□　工作物の建設等

□　開発行為　　　　　□　土地の形質の変更等　　　　□　外観について行う照明


	項目
	景観形成基準
	配慮・措置の内容

	建築
物・工作物
	配置
	周辺への配慮
	□周囲の建築物等の配置を踏まえ、地区のまちなみに配慮した配置とする。

	

	
	高さ・規模
	周辺への配慮
	□宮原坑跡施設外の建築物等は高さ12ｍ以下とする。
□主な視点場等から見た際、竪坑櫓や巻揚機室の眺めを阻害しないため、高さ12ｍを超えている。
	＜高さ12ｍを超える場合の理由＞



	
	
	
	□周囲のまちなみに圧迫感を与えないよう配慮した規模とする。やむを得ず大規模な壁面が生じる場合は、形態や色彩による分節化や緑化、壁面後退等を工夫する。
	

	
	形態・意匠・色彩
	周辺との調和
	□宮原坑跡施設の歴史的なおもむきを損なわないよう、落ち着きのある形態意匠、色彩を基本とし、過度な装飾や巻揚機室・竪坑櫓を安易に模倣した形態意匠は避ける。
	

	
	
	設備類
	□室外機や配管などの設備類は、道路や公園等の公共空間から見えない位置への配置に配慮する。やむを得ない場合は、建築物全体と調和したデザインを工夫する。
	

	
	
	素材・色彩
	□周囲の景観に調和する色彩とし、環境色彩基準に適合させる。
【環境色彩基準】

□建築物の外壁の基調色
□工作物の外観の基調色
色相

明度

彩度

10R 〜
 ５Y

8以上の場合

2以下

8未満の場合

4以下

その他

－

2以下

□建築物の屋根

色相

明度

彩度

全色相

7以下

4以下

□環境色彩基準を超えて使用する色彩は、以下のいずれかに該当している。

【適用除外の理由】

□歴史的建造物などに用いられ、長年にわたって受け継がれている固有の色彩を使用する場合
□着色していない木材、レンガ等の自然素材を用いる場合
□見付面積５分の１未満の範囲で使用する色彩
	＜周囲の景観との調和について＞



	
	外構・緑化等
	敷地の緑化・修景
	□敷地境界の緑化に努める。

	

	開発行為
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採その他の土地の形質の変更
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	

	特定照明
	周辺への配慮
	□周辺環境への光害とならないよう配慮する。

	


○該当する行為の種類の□に✔を記入してください。
○該当する景観形成基準について、配慮・措置を行っている場合は、□に✔を記入してください。

○配慮・措置の内容について、表の右欄に簡潔に記入してください。
	景観形成基準チェックシート
	旧三池炭鉱専用鉄道敷地区


	区域の別
	□　山と田園区域　　□　住宅区域　　□　商業区域　　□　工業区域

	行為の種類
	□　建築物の建築等　　　□　工作物の建設等　　　　　□　開発行為


	項目
	景観形成基準
	配慮・措置の内容

	建築
物・工作物
	配置
	周辺への配慮
	○鉄道敷の連続性や歩行者空間として利用する場合に配慮し、煩雑にならないよう、工作物は一定の位置に配置する。

	

	
	形態・意匠・色彩
	周辺との調和
	○鉄道敷の歴史的なおもむきを損なわないよう、落ち着きのある形態意匠、色彩を基本とし、過度な装飾や既存景観資源の形態意匠の安易な模倣は避ける。
	

	
	
	素材・色彩
	□周囲の景観に調和する色彩とし、環境色彩基準に適合させる。
【環境色彩基準】

□山と田園区域又は住宅区域

□建築物の外壁の基調色
□工作物の外観の基調色
色相

明度

彩度

10R 〜
 ５Y

8以上の場合

2以下

8未満の場合
4以下

その他

－

2以下

□建築物の屋根

色相

明度

彩度

全色相

7以下

4以下

□工業区域

□建築物の外壁の基調色
□工作物の外観の基調色
色相

明度

彩度

10R 〜 ５Y

8以上の場合

2以下

4以上

8未満の場合
4以下

その他

4以上
2以下

□建築物の屋根

色相

明度

彩度

全色相

7以下

4以下

□環境色彩基準を超えて使用する色彩は、以下のいずれかに該当している。

【適用除外の理由】

□歴史的建造物などに用いられ、長年にわたって受け継がれている固有の色彩を使用する場合
□着色していない木材、レンガ等の自然素材を用いる場合
□見付面積５分の１未満の範囲で使用する色彩
	＜周囲の景観との調和について＞



	
	外構・緑化等
	敷地の緑化・修景
	□緑化の際は、周囲の植生に配慮し、在来の樹木や花を用いるよう努める。

	

	開発行為
	周辺環境
	□周囲の植生の保全に配慮する。

	

	
	造成、切土・盛土
	□既存の地形を活かした造成に努め、切土・盛土、擁壁の築造は最小限に抑える。

	

	
	既存樹木・樹林等の保全
	□既存の樹木はできる限り保全するよう努める。

	


○該当する行為の種類の□に✔を記入してください。
○該当する景観形成基準について、配慮・措置を行っている場合は、□に✔を記入してください。
○配慮・措置の内容について、表の右欄に簡潔に記入してください。

